
地域住民が健康的な食物・食事にアクセスするための方法論について検討を進めています。 
日本国内の実践的研究，国際協力を通して，地球規模の健康課題の解決への貢献を目指しています。 

地域住民の健康増進のための食事・食生活に関する研究 
石川みどり 

妊婦・乳幼児健診における 
多職種連携による標準的な栄養指導 

独居高齢者のフードセキュリティ 

厚労科研 「日本人の食生活の内容を規定する社会経済的要因に関する実証的研究」 (H24^26） 
       「女性の健康における社会的決定要因とライフスタイルに関する研究」(H28） 
科研費 「高齢期の栄養素等摂取量の個人内・個人間変動は年齢によりどのようにかわるのか」（H28^30） 

厚労科研 
「乳幼児健康診査の実施と評価ならびに多職種連携による母子保健指導のあり方に関する研究」
(H24^26) 
日本医療研究開発機構 
「乳幼児期の健康診査を通じた新たな保健指導手法等の開発のための研究」(H27^29) 

標準的な乳幼児期の
健康診査と保健指導

に関する手引 

全国市町村の栄養相談業務における国の施策ツールの活用状況
（n=1052) 

買い物大変感に関連する身体機能・食行動・地理経済因子 

（女性 n=1444) 

共食と食事の満足度            共食と食品多様性 

共食（１回未満/月）に関連する食物入手・つくる・食べる行動 

（男性 n=725） 

すべての高齢者が地域で健康的な食生活を営むために 

多変量 
ｵｯｽﾞ比 

多変量 
ｵｯｽﾞ比 

Wilcoxon rank sum test *: p<0.05,  **: p<0.01   年齢、所得、教育歴、自宅からの距離、居住地域で調整 

乳幼児健診時における集団・個別の栄養指導の内容は？ 

すべての子どもが栄養学的に適切で安全な食事を摂取するために 
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